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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

あずき 荒井　真紀／さく 福音館書店 Sエホン

　たいやきや、いちごだいふくの中にはいっている、おいしいあん
こ。あんこは、あずきというまめからできています。どうやって、
まめからあんこをつくるのかな。このえんほんをよむと、あずきの
たねをうえて、あんこができあがるまで、しることができますよ。

ほうまんの池のカッパ
椋  鳩十／文

赤羽  末吉／絵
ビーエル出版 エホン／ア

　たねがしまに、しかをてづかみでいけどり、おうしをねじふせる
ほどのちからもちがいた。なまえをとらまつ、といった。とらまつ
はじぶんよりつよいものはいないとおおいばり。あるひ、うおつり
をしてほうまんの池ちかくにきたとき、ふしぎなことがおこった。

こだぬきおーた
はっけよいのこった

かまた　のぶこ／著 童心社 エホン／カ

　たぬきのおーたは、おとうさんとすもうをとりました。どすこー
い、どすこーい、おとうさんはびくともしません。つぎはこちょこ
ちょさくせんで、おーたはおとうさんといっしょにどっしーん、ひ
きわけです。さいごにもうひとしょうぶ。みあって、みあって、
はっけよーいのこった。

まんじゅうこわい 川端　誠／著 クレヨンハウス エホン／カ

　きょうはまちのわかいもんでえんかいをするひ。えんかいがはじ
まるまでおたがいのこわいもののはなしをすることになりました。
松つぁんはまんじゅうがこわいとこたえました。それをきいたわか
いもんはまんじゅうをたくさんあつめて松つぁんをこわがらせよう
とします。

せんろはつづく
にほんいっしゅう

鈴木　まもる／文・絵 金の星社 エホン／ス

　とうきょうから、でんしゃにのって、日本をぐるり、ひとまわ
り。トンネルをくぐりほっかいどうへ。そして、みなみのきゅう
しゅうへ。わたしたちのすんでいるおおさかもとおります。たくさ
んのでんしゃがでてきます。みんなは、いくつしっていましたか。

せとうちたいこさん
ふじさんのぼりタイ

長野　ヒデ子／さく 童心社 エホン／ナ

　タイのたいこさんは、ふじさんとともだちになりたーいと、ふじ
さんのところまでやってきました。ぼうしのはなしをしたり、いっ
しょにあそんだりして、ふたりはすっかりなかよしになります。の
ぼっておいでよとさそわれて、いざ、ふじとざんにちょうせんで
す。

あっぱれ　日本！


